
平成 9 年度東海 ･ 北陸地 区国立大学等教室系

技術職貞合同研修に参加 して

工学部 機械工学科 薄井 秀樹

高橋 正浩

堀場 映次

東海 ･ 北陸地区国立大学等教室系技術職員合同研修 ( 装置開発 コ ー ス) が平成 9 年 8 月 2 7 日

- 2 9 日まで富山大学で行われた｡ 今回の 目的は職務に必要な専門的知識お よび技術等を修得す

る ことにより教室系技術職員の資質の 向上を図る ことで ある｡

富山県は , 日本海に面 し､ 黒部峡谷 , 立山黒部ア ル ペ ン ル
ー ト､ 宇奈月温泉に代表される自然

が豊かな所で ある｡ 富山県に 向かう途中に風車が立ち並ぶ公園を見 つ けた｡ 今回の こ のような場

所で の研修に参加でき るこ とは ､ 大変光栄に思う｡

我 々 は前日に 富山入 り したo 富山まで は車でおよそ 4 時間 30 分く らいだ っ た. 早速本日泊まる

場所 を探し夕方には無事見 つ か り, 明日 の研修に備えた｡

研修の 当日は ､ 少 し早めに 富山大学の着くようにホ テ ル を発 っ た｡ 研修 1 日 目は , 開講式 ､ 記

念撮影で始まり服務､ 安全管理等の講義が あ っ た｡ 2 日目 からい よい よ実践的な内容にな っ た ｡

私 は ｢ ワイ ヤ放電加 工と C A D / C A M ｣ の グル ー プだ っ たの で ､ 午前中に実際に コ ン ピ ュ
ー タ

を使い C A D / C A M ソ フ トを用 い て ､ 午後の実習で使うため の図面を作 っ たo こ の C A D / C

A M は図面を作るとそ の まま N C 言語に 変換し､ すぐに ワイヤ放電加工機で加 工できて しまうよ

うにな っ て い る｡ 午後か らは ワイヤ放電加 工機を使い ､ 其ちゆうの 板か らア ル フ ァ ベ
ッ トの 文字

を切 り出 したo ただ こ の ワ イ ヤ放電加工 は 切り 口 が非常に滑らか だが ､ 時間が多くか か る の が難

点みたい だ｡ 最後に こ の ワイ ヤ放電加工機で作 っ たア ル フ ァ ベ
ッ トの文鎮をお土産にもら っ た｡

富山大学の 工場は とて も規模が 大き い . N C 機械だけで も 5 台位あり ､ 敷地面積も三 重大学の

工場 の 2 倍位あ っ た. 道具も整然と並 べ られ ､ 非常にきれ い だ っ たo
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最終日は ､ 不 二越に見学に行 っ た｡ こ の 不二越と いうメ
ー

カ ー は ､ N A C H I とい う名前で 工

具 を作 っ て い る の で , 機械 の こ とを少 し知 っ て い る人なら誰で も知 っ て い る有名なメ ー カ ー

で あ

る｡ そこで ､ 実際に工作 ロ ボ ッ トの 製造ライ ン を見学したり､ 歯車や エ ン ドミ ル などの ライ ンも

見学 した. これだけ規模の 大き な会社なの で ､ 使用 して い る工作機械 は何百台もあ っ たo こ の N

A C H I とい う名前の 由来は ､ 昔不 二越の 製品が賞を取 っ た際､ 昭和天皇が その 製品 をご覧に な

られたが ､ そ の時に乗 っ てきた船の名前が N A C H I とい うことで , それ以来不二越の製品 割こ

N A C H I と付く ように な っ たようである｡

こうして 3 日間の研修が無事修了した.

夕方 に終了 したの で ､ それ から津に着い たの が深夜だ っ たo 今回 の研修は , 東海 地区で 三重県

か らは
一

番遠い 富山県でお こ なわれたが ､ 幸運 にも富山県 の大自然にふれる ことができ ､ 富山県

の特産物を食 べ る ことができ ､ なおか つ , 富山大学の職員の方々 に は ､ あたたか い ､ 熱心な指導

を して い ただき ､ 大変有意義な研修で あ っ た｡

平成9 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等教皇系技術砧且合同研皆 ( 装dL 開発コ ー

ス ) 日程表
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平成9 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等教室系技術戦Jt 合同研修 (化学コ ー ス) に参加して

中村 昇二 (工学部技術部第 1 技術系第 1 粧)

和藤 浩 (工学部技術部第1 技術系第 2 班)

1 . は じめに

平成 9 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等教室系技術職貞合同研修 ( 化学 コ ー

ス) が平成 9 年 7 月

3 0 日 (水)
-

8 月 1 日 (木) の 期間に名古屋工業大学で 開催された ｡ 本研修 の受講者は
､ 各国立

学校等より16 名 (岐阜大学 : 1 名 , 静岡大学 : 1 名 ､ 浜松医科大学 : 1 名 ､ 名古屋大学 : 2 名 ､

三重大学 : 2 名 ､ 岡崎国立共同研究機構 : 2 名 ､ 富山大学 ; 1 名 ､ 富山医科薬科大学 : 1 名 ､ 金

沢大学 : 1 名 ､ 北陸先端科学技術大学院大学 : 1 名 , 高岡短期大学 : 1 名 ､ 名古屋工業大学 : 2

名 (名簿順) ) の 参加が あ っ た ｡ 研修の 内容は
､ 表 - 1 - ) に示す通りで ある ｡ 以下 ､

こ れらの 日

程の順に沿 っ て講義, 実習, 施設見学の 内容に つ い て簡単に報告する ｡

2 . 講義に つ い て

( I ) 安全管理 ･

こ の 講義では
, 化学薬品等に関する特定毒物 (毒物 ､ 劇物) ､ 特定物質, 指定物質に関する製

造及び営業者側の 製造 , 輸入 , 販売に 関する こ と
､ 取扱者側における薬品の取扱方 ､ 表示 の仕方 ､

事故の際の 措置などの 内容であ っ た ｡ 講義の 中では
､ 我々 が日常 , 実験等で使用 して い る薬品等

の 名前もい く つ かあり ､ それぞれの取扱方､ 管理方法､ 事故の 際の 措置など普段より心掛けて い

る以外の こ ともい く つ か情報を収集できた｡ また ､
これら の 薬品等の 危険性に つ い ても改めて痛

感した o

( 2 ) 分析概論 一 無機湿式分析を中,むにして
-

まず､ 講師より分析に関する言葉の イ メ ー ジとして図 - I - ) に示す内容に沿 っ て
､ 分析には各々

の 目的の ために各々 な方法が開発されて い る が
､ す べ て の場合に対応で きるような究極の分析方

表 - 1 平成 9 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等技術職見合同研修 ( 化学 コ
ー ス) 日程表

研修期 間 : 7 月 3 0 日 ( 水) - 8 月1 [] ( 金)

研修場 所 : 名古屋 工 業 大学 応用 化学 科 金言我妻等

時 間 9 9 9 1 0 1 0 1 2 1 3 ー4 1 5 一丁

月 日 oo 3 0 5 0 ー0 40 0 0 0 0 2 0 4 0 0 0

第 1 日 目

7 月 3 0 日

( 水)

受

付

開

請

式

講 義

『服 務iI

講 蕪

『安全管 理』

昼

負

..
=

- ~至
『分析概論

-

無地 湿式 分析 を

中心に して
-

』

講 義

『原子 ス ベ ク

トル 分析 の

試 料前処理 』

講 義

『組成 分布

の 測 定』

意見交換 会

大字 会鱈亀舌I エ J( 大学 名古屋 エ 業大字 休 名古屋工 業大字 名古屋 エ 美大学 名古屋 エ 美大学

庶端部人 I ZI A 応用化学科 助 手

毛色
I
LLI

t

応 用化学科助教授 応 用化学科助 牡按 材料 エ学 科助教授

馬 島利男 山 村 初 雄 湯 池 昭 夫 内 田 哲 男 森 川 浩 志

第 2 日 目

7 月 3 1 日

実 習 昼 実 習

『嗣 合 金 ( 黄銅) の 湿 式分析』 負

休

憩

『銅 合金 ( 黄銅) の 湿 式分析』

綱 合 金 中の 網 と亜鉛 の 定 量 銅 合金 中の 桐 と亜鉛 の 定量

( 木) 名 古 屋 エ 業 大 学 技 術 部 名 古 屋 エ 業 大 学 技 術 部

第 3 日 目

8 月 1 E]

実 習 昼 施 設 見 学 閉

読

式

『銅 合金 ( 黄銅) の 非破 項分析』

蛍光 X 線 分析 . 電子 プ ロ
ー ブX 線 分析

負

休

憩

『名 古屋市 エ 業研究所』

〒45 6 名古屋 市熱田 区六番三 丁 目4 番4 1 号

( 金) 名 古 屋 エ 美 大 学 技 術 部 電話 052
-
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法と いうもの は存在せず､ そ の 中で自分の 目的にあ っ た方法を探 して い く こ とにな ると説明があ

っ た｡

そ の後､ 実際に分析を行う際に考える べ き事柄に つ い て以下の よう な説明があ っ た ｡

1 ) 何の ために分析するの か ? ､ 2 ) 何を分析するの か ? 壊 して よ い か ? ､ 圭は十分ある か ? ､

3 ) どの ような情報を しり た い か ?
､

4 ) ど の く ら い 入 っ て い るの か ?
､ 5 ) 他 に も何か 入 っ

て い るの か ?

次に
､ 鋼の 定量を例と して ､ 電解重量法 ､ 滴定法 ､

吸光光度法､
フ レ

ー ム 原子吸光法 , IC P 発光
分析法 ､

フ レ
ー ム レ ス 原子吸光法 , I C P 重量分析法などの 説明がな され た｡

†

( 3 ) 原子ス ペ クト ル分析の試料前処理
基本的に は

, 溶液中の 微量 ( 低濃度) 無機元素を対象とする破壊分析法で ある機器分析法の 一

つ で ある原子 ス ペ ク ト ル 分析法に つ い て ,

一 般的な特徴の 説明がな された ｡ そ して
, 微量元素を

定量する場合は
, 分析操作中の 汚染 ( 下記に示す) に注意 し

､ 汚染源と定量目的元素の 汚染の 程
度を把握 し､ 特に汚染 ｢濃度｣ で はなく ､ 混入する ｢絶対量｣ と してと ら える こ と が望 ま し い と

の 説明が あり ､ これらの 特徴及び対策等 が述 べ られた ｡

1 ) 環境か ら の混入
-

- - - 一 偶発的､ 再現性 が低 い

2 ) 容器か らの溶出 - - - - 一

再現性 は期待で きな い

3 ) 試薬か らの混入 - - - - 一

再現性 は か なり高 い

( 4 ) 組成分析の測定
こ の 講義で は

, 秦 -

2 I ) に示す表面分析法を中心にそれら の 特徴などが説明された ｡

3 . 実習に つ い て

( I ) ｢ 銅合金 (黄銅) の湿式分析｣ 銅合金中の錦と亜鉛の定土
こ の 実習は

, 第 2 日目に名古屋工業大学 ･ 技術部の 本研修の 実行委貝 ス タ ッ フ のうちの 約10 名
程度が指導等を担当 し

,
1 日 か け て 行われた ｡ 銅と亜鉛の定量方法は

､
キ レ

ー ト滴定法と酸化逮
元滴定法で受講者個人が それぞれ行 っ た . 名古屋工業大学

･ 技術部 ･ 実行委貞会 ス タ ッ フ が作成
した受講者全員の 分析結果を表 -

3
I ) に示す｡ そ の 結果 , 銅と亜鉛の 含有量の値は

､ 受講者に よ

っ て差 が見られた o し か し
, 名古屋工業大学 ･ 技術部 ･ 実行委貞会ス タ ッ フ の リ ハ ー

サ ル で の 分
析結果や各種装置を用 い た予備実験で の分析結果に お い てもか なりの バ ラ ツ キ が確認で き る ｡ 我 々

は ､ 本分析方法は初めて の 経験 ( 他の受講者 もほとんどが初め て の経験の ようだ っ た) だ っ たが
､

分析結果を改め て 見て
､ 我々 もまん ぎらでは な い と実感した .

試 料 採 取

分 解

分 析 :
一

番広 い 概 念

検 出 : ( あ る 値を 基準 と し て そ れ 以 上) あ る か な い か ?

同 定 : 何 で ある か 亨( 何 ら か の 形 で 証 明す る)

定 t : どの く ら い あ る か ? ( 手 を動 か し て)

計 測 : どの く ら い あ る か ? ( 装dE に や らせ る)

セ ン シ ン グ : ち ょ っ と廃 れ て 装tE に や らせ る

モ ニ タ リ ン グ : 経 時 変化
●

を 追う

ス ペ シ ュ
ー シ ョ ン : ど ん な形 態 か まで 研 べ る

キ ャ ラ ク タ リ ゼ - シ ョ ン : どん な性 質 をも っ て い る か ?

図 -

1 分析 に関する吉葉の イ メ ー ジ図

秦 -

2 各種表面分析法
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秦
- 3 受講者 の 実習で の 分析結果

東海北 陸地区Ei)立 学校等教室 系 技術書 具 合同研修 く化学 〉

受講生の 皆さん の 分析結果

,

キ し
㌫

ト
幣

法 "
z

-

n

ト
汚宗

法
詣(

-

c u

r
.莞矧

掛
野 幣

法

A さ ん 5 8 . 6 8 % 3 7 . 7 2 % 9 6 . 4 0 % 5 8 . 3 2 %

B さ ん 6 0 . 2 3 % 3 8 . 8 1 % 9 9 . 0 4 % 5 8 . 4 3 %

C さ ん 5 7 . 8 5 % 3 7 . 8 4 % 9 5 . 6 9 % 5 8 . 5 4 %

D さ ん 5 8 . 2 5 % 3 7 . 7 8 % 9 6 . 0 3 % 5 8 . 1 5 %

E さん 5 8 . 4 4 % 3 7 . 7 2 % 9 6 . 1 6 % 5 8 . 2 0 %

F さん 5 8 .
4 8 % 3 7 . 5 7 % 9 6 . 0 5 % 5 8 . 3 3 %

G さん 5 8 . 0 5 % 3 8 . 2 0 % 9 6 . 2 5 % 5 7 . 9 0 %

H さん 5 8 . 1 5 % 3 7 . 6 7 % 9 5 . 8 2 % 5 8 . 3 2 %

Ⅰ さん
巨

5 8 . 0 2 9
'

c.
3 7 . 7 3 % 9 5 . 7 5 % 5 8 . 0 3 %

J さん 5 8 . 0 4 % 3ー7 . 8 3 % 9 5 . 8 7 % 5 8 . ー 4 %

K さん1 5 8 . 0 9 % 3 7 .
6 4 % 9 5 _ 7 3 % 5 8 . 2 0 %

L さん竃 5 8 . 3 9 % 3 7 . 6 9 % 9 6 . 0 8 % 5 8 . 2 7 %

M さん 5 8 . 9 7 % 3 8 . 6 6 % 9 7 . 6 3 % 5 8 . 8 4 %

N さん 5 9 . ー 2 % 3 8 . 2 8 % 9 7 . 4 0 % 5 7 . 2 1 %

0 さん 5 8 . 0 7 % 3 7 . 7 5 % 9 5 . 8 2 % 5 8 . 5 8 %

P さん 5 8 . 1 4 % 3 7 . 5 1 % 9 5 . 6 5 % 5 8 . ー 3 %

平 均 5 8 .
4 4 % 3 7 . 9 0 % 9 6 . 3 4 % 5 8 . 2 2 %

最 大 値 6 0 . 2 3 % 3 8 . 8 1 % 9 9 . 0 4 % 5 8 . 8 4 %

最 小 値 5 7 . 8 5 % 3 7 . 5 1 % 9 5 . 6 5 % 5 7 . 2 1 %

標準偏差 0 . 5 8 ～ 0 .
3 7 0 . 8 9 0 _ 3 4

J

'

- j
`

:'
'

0 .
9 9 % 0 . 9 8 % 0 . 9 3 % . 0 . 5 9 %

実行委鼻会ス タ ッ フの リハ
ー サ ルで の分 析結果 ( ∩ - 3 6 )

キレ ー トC ∪ % キ レ
ー

トZ n % キレ ー

ト合計% 蕨化還元 C u %

平 均 5 9 .
0 5 % 3 7 . 0 4 % 9 6 . 0 9 % 5 9 . 3 0 %

最 大 値 6 0 . 1 4 % 3 8
.

5 4 % 9 7 . 6 9 % 6 0 . 4 2 %

最 小 値 5 8 . ー 3 % 3 6 . 2 1 % 9 4 . 6 4 % 5 7 . 8 5 %

様準偏差 0 .
4 2 0 . 3 8 0 . 5 8 0 . 5 0

変払係数 0 . 7 0 % 1 . 0 2 % 0 . 6 0 % 0 . 8 5 %

平成 9 年 8 月 1 日 名古 屋 工 美大苧 ･ 技 術部

兼沖北 他地区B) 立学 校等教 皇系技術書 A 合 同研修 く化学 〉

< < 予備実岳 での 分析結果> >

電子ブ ロ ー フ X 繰マ イ ク ロ アナ ライ ザ ー

( E P M A ) で の分析結果

C u ( % ) Z n ( % ) P b ( % ) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

5 8 . 9 3 8 .
6 2 ∴ 0 0 . 2 1 0 . 2 4 0 . 0 2 0 . 1 2 一o o . 09

蛍光 X 線分析装置での 分 析結果

C u ( % ) Z n ( % ) P b ( % ) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

6 4 3 4 2 . 3 0 . ー 8 0 . 0 0 0 . 0 3 0 . 0 4 10 0 .
55

光電子 分光分析装置 ( ∈S C A ) で の分 析結果

C ∪ ( % ) Z ∩( % ) P b ( % ) F e ( % ) M ∩ ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

7 0 . 9 2 9 _ 1 1 0 0

オ
ー ジ ェ 電子分 析装置 ( A ∈ S ) で の分析結果

C ∪( % ) Z n ( % ) P b ( % ) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

7 2 . 4 2 7 . 6 1 0 0

妖導結合プラ ズ マ発光分 析法 ( I C P I A E S ) での 分析結果 ( n = 6 )

C ∪( % ) Z n ( % ) P b ( % ) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

5 8 . 9 3 7 . 6 2 . 2 3 0 . 1 6 0 . 0 0 9 8 .8 9

原子 吸光光度法( A A S ) で の分析結果 ( n
= 6 )

C u ( % ) Z n ( % ) P b ( 翠) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 計

5 6 . 9 3 6 . 5 2 . ー 3 0 . 1 6 < 0 .0 2 95 .7 ー

電解分析で の分 析結果 ( n = 5 )

C u ( % ) Z ∩( % ) P b ( % ) F e ( % ) M n ( % ) C a ( % ) P ( % ) 合 音十

5 9 . 0

平成 9 年 8 月 1 日 亀吉 JE エ 兼 大学 ･ 技術 部
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図 - 3 名古屋市工 業研究所組織図

( 2 ) ｢銅合金 ( 黄銅) の非破壊分析｣ 蛍光 x 線分析 ･ 電子プE= - ブ x 線分析

第 3 日目の 午前中の実習は ､ 蛍光Ⅹ線やE P M A をは じめとする名古屋工業大学の 計測分析 セ ン

タ ー

(各階の 配置図を図 - 2 2 ) に示す) にある設備の見学と い う形で行われた｡ 各機器の説明等

も技術部の本研修の ス タ ッ フ によ っ て行われた｡ 計測分析セ ン タ ー の組織と しては
,
セ ン タ ー 長 :

1 名 , 専任教官 : 1 名 , 技官 : 2 名 ､ 技術補佐員 : 2 名 ､ 事務補佐員 : 1 名 ､ 臨時研究手伝 い :

2 名の構成員であ っ た.

4 . 施設見学に つ い て (名古屋市工業研究所)

第3 日目の 午後の 施設見学は , 名古屋市熱田区にある名古屋市工業研究所を訪れた ｡ こ の研究

所は
､ 図 - 3 3 ) に示す組織図より分か るよう に 4 つ の 部門か ら構成されており ､ そ の 各部門が技

術相談 ･ 依頼試験 , 受託研究 ･ 共同研究 ､ 技術者養成 , 開放試験室などの 業務を行 っ て い る ｡ 我 々

は ､ こ の 施設の以下の機器を見学した.

見学機器

分光測定室 : 高周波プラズ マ 発光分光分析装置､
フ レ ー ム レ ス 原子吸光分光分析装置

化学分析研究室 : 市工 研の標準的化学実験室設備 ､ 炭素硫黄同時分析装置
X 線測定装置 : 蛍光 X 線分析装置､ 廻転封陰極型 X 繰回析装置

電子顕微鏡室 : 高分解能操作電子顕微鏡

5 . まとめ

本研修 に参加して ､ 今後業務を遂行 し て い く上で の い く つ か の 技術情報の収集がで きた o ま た ､

技術情報以外に息 ､ 他大学等の 技術系職員とも交流 ･ 親睦ができ , 今後も技術情報及び技術提供 ,

親睦等で交流を重ねて い きた い と思う ｡
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